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日
系
中
小
企
業
を
惹
き
付
け
る

投
資
環
境

　

今
年
の
７
〜
８
月
に
か
け
て
海
外
現
地

法
人
を
有
す
る
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業

お
取
引
先
を
対
象
に
実
施
し
た「
取
引
先

海
外
現
地
法
人
の
業
況
調
査
報
告
」に
よ

れ
ば
、
今
後
１
年
間
の
売
上
高
と
利
益
に

つ
い
て
、タ
イ
進
出
企
業
の
８
割
超
が「
増

加
」す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
当

面（
１
〜
３
年
）の
経
営
方
針
に
つ
い
て
も

７
割
超
の
企
業
が「
拡
大
」と
回
答
す
る
な

ど
、
い
ず
れ
も
ア
セ
ア
ン
域
内
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
長
見
通
し
に
あ
る
。

順
調
な
経
済
成
長

　

こ
の
背
景
に
は
、
タ
イ
経
済
の
順
調
な

回
復
と
今
後
の
成
長
へ
の
期
待
感
が
あ

る
。

　

タ
イ
経
済
は
、
'08
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
不
況
や

一
連
の
政
情
不
安
に
よ
る
観
光
産
業
の
減

退
な
ど
に
よ
り
、
'09
年
の
G
D
P
成
長
率

こ
そ
'97
ー
'98
年
の
通
貨
危
機
以
来
の
マ
イ

ナ
ス
成
長
（
前
年
比
▲
2.2
％
）
に
落
ち
込

ん
だ
が
、
'10
年
の
見
通
し
は
８
月
の
上
方

修
正
を
経
て
同
7.0
〜
7.5
％
の
プ
ラ
ス
成
長

と
な
っ
て
お
り
、
先
行
き
経
済
の
見
通
し

は
明
る
い
。

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ

　

整
備
が
進
ん
で
い
る
イ
ン
フ
ラ
面
も
魅

力
だ
。
他
の
途
上
国
と
比
べ
生
活
面
で
は

大
き
な
不
自
由
が
な
く
、
工
場
経
営
の
面

で
も
優
位
な
点
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

首
都
バ
ン
コ
ク
周
辺
に
は
整
備
さ
れ
た

工
業
団
地
が
数
多
く
あ
り
、
す
で
に
多
く

の
大
手
日
系
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
政
府
管
轄
下
の
タ
イ
工
業
団

地
公
社
が
開
発
し
て
い
る
工
業
団
地
で

は
、
電
気
、
水
道
、
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
に
必
要
な
銀
行
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
労
働
者
宿
舎
な
ど

の
設
備
も
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
立
ち
上
げ
を
支
援
す

る
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

政
府
に
よ
る
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

　

タ
イ
政
府
に
よ
る
投
資
奨
励
策
も
外
国

企
業
誘
致
の
呼
び
水
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
管
轄
下
の
タ
イ
投
資
委
員
会（
Ｂ

Ｏ
Ｉ
）で
は
、
投
資
を
奨
励
す
る
業
種
を

営
む
外
国
企
業
に
対
し
、法
人
税
や
資
材
・

機
械
輸
入
税
の
優
遇
措
置
を
設
け
、
そ
の

誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

大
手
の
進
出
も

中
小
企
業
の
呼
び
水
に

　

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
背
景
に
、
タ
イ

に
は
、
様
々
な
産
業
の
集
積
が
図
ら
れ
て

い
る
。
'04
年
か
ら
'09
年
に
お
け
る
日
本

か
ら
の
主
な
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
み

る
と
、「
自
動
車
、金
属
製
品
、機
械
」
が

40
％
と
ト
ッ
プ
で
、
次
い
で「
電
気
・
電
子

製
品
」（
19
％
）と
な
っ
て
い
る（
図
１
）。

　

大
手
で
は
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
な
ど
の
自

動
車
関
連
や
電
気
・
電
子
関
連
の
進
出
が

目
立
つ
。
B
O
I
に
よ
れ
ば
、
'04
年
か
ら

'09
年
に
お
け
る
毎
年
の
外
国
投
資（
投
資
奨

励
業
種
の
認
可
ベ
ー
ス
）は
、
日
本
が
ト
ッ

プ
の
地
位
に
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
公
庫
の
お

取
引
先
で
あ
る
中
小
企
業
も
自
動
車
関
連

産
業
を
中
心
と
し
て
、
大
手
日
系
企
業
に

追
随
し
た
進
出
が
多
く
み
ら
れ
る
（
主
な

公
庫
お
取
引
先
の
集
積
地
は
図
２
参
照
）。

　

ま
た
、公
庫
の
お
取
引
先
に
つ
い
て
は
、

ほ
か
に
も
食
品
関
連
、
洗
剤
、
手
袋
、
印

鑑
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
メ
ー
カ
ー
が
進

出
し
て
い
る
が
、
中
に
は
日
本
の
市
場
に

お
い
て
高
い
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
企
業

も
数
多
く
あ
る
。

タ
イ
人
と
の
協
調
が
成
功
の
カ
ギ

　

既
述
の
と
お
り
、
タ
イ
は
投
資
環
境
が

比
較
的
良
好
で
、
大
手
企
業
の
集
積
も
進

ん
で
い
る
が
、
海
外
進
出
を
成
功
さ
せ
る

カ
ギ
は
、
現
地
の
人
々
と
い
か
に
協
調
し

て
い
く
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
タ
イ
も
同

様
で
あ
る
。

　

以
下
、
タ
イ
現
地
法
人
の
調
査
結
果
や

タ
イ
人
の
気
質
に
つ
い
て
触
れ
、
上
手
に

協
調
し
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

す
る
。

安
価
で
質
の
高
い
タ
イ
人
材

　

前
出
の「
業
況
調
査
報

告
」に
よ
る
と
、
タ
イ
の

一
般
ワ
ー
カ
ー
の
平
均
賃

金
は
約
３
万
円
／
月
で
、

ベ
ト
ナ
ム
等
に
比
べ
れ
ば

安
価
と
は
言
え
な
い
も
の

の
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
十

分
低
い
水
準
と
言
え
る
。

ま
た
、
賃
金
上
昇
率
が

6
％
と
、
他
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
比
べ
て

低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　

技
術
面
に
お
い
て
も
タ
イ
人
の
向
上
は

目
覚
ま
し
い
。
近
年
で
は
、
労
働
集
約
的

な
産
業
だ
け
で
な
く
、
日
本
企
業
の
お
家

芸
と
も
い
え
る
金
型
生
産
を
タ
イ
に
移
管

し
て
い
る
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る
。

　

他
方
、
同
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、「
現

在
直
面
し
て
い
る
問
題
点
」の
ト
ッ
プ
５

の
う
ち
、
人
事
労
務
に
関
す
る
こ
と
が
４

項
目
を
占
め
て
お
り
、
現
地
経
営
で
の
中

心
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
（
図
３
）。

タ
イ
人
気
質
を
掴つ
か

み
物
事
を
進
め
る

　

タ
イ
人
は
95
％
が
敬け
い
け
ん虔
な
仏
教
徒
の
た

め
温
厚
な
性
格
の
人
が
多
い
。
争
い
ご
と

を
好
ま
ず
公
平
感
を
大
切
に
す
る
。
外
見

も
日
本
人
に
似
て
い
る
。
仏
教
の
教
え
も

あ
り
、
日
本
人
と
合
う
面
は
多
い
。

　

た
だ
し
、タ
イ
人
気
質
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。タ
イ
人
は
、何
事
に
も
サ
ヌ
ア
ッ

ク（
心
地
よ
い
、楽
し
い
）・
サ
バ
―
イ
（
簡

単
・
楽
）で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
お
互

い
が
サ
バ
―
イ
な
気
分
に
な
れ
る
よ
う
、

合
理
的
に
物
事
を
進
め
る
気
質
が
あ
る
。

　

タ
イ
で
の
生
産
活
動
の
合
理
化
・
効
率

化
を
図
り
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、
日
本
人

と
タ
イ
人
と
が
意
思
疎
通
を
深
め
、
厳
し

く
な
り
が
ち
な
改
善
活
動
が
、
タ
イ
人
に

と
っ
て
「
サ
ヌ
ア
ッ
ク
・
サ
バ
―
イ
」
と

な
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
本
の
中
小
企
業
経
営
ス
タ
イ
ル
を
活
か
す

　

一
方
で
、
現
地
で
の
意
思
疎
通
を
う
ま

く
さ
せ
て
い
る
も
の
の
一
つ
が
、
日
本
型

中
小
企
業
経
営
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。　

　

ト
ッ
プ
が
工
場
に
常
に
足
を
運
び
、
現

場
の
状
況
を
確
認
す
る
。
タ
イ
人
の
働
い

て
い
る
姿
を
見
て
、
時
に
は
声
を
掛
け
、

時
に
は
指
導
し
、
時
に
は
誉
め
、
励
ま
す
。

こ
の
行
為
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
現
場

や
タ
イ
人
の
何
気
な
い
変
化
に
気
付
く
よ

う
に
な
る
。

　

ト
ッ
プ
へ
の
親
近
感
や
信
頼
感
が
、
一

緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
を「
サ
ヌ
ア
ッ
ク
・

サ
バ
―
イ
」
に
さ
せ
る
。
こ
こ
に
日
本
人

が
タ
イ
人
と
協
調
し
合
え
る
大
き
な
素
地

が
あ
る
。

　

次
頁
で
は
、
日
本
人
と
タ
イ
人
と
の
円

滑
な
意
思
疎
通
に
よ
り
効
率
的
な
生
産
体

制
を
築
い
て
、
タ
イ
進
出
を
成
功
さ
せ
た

公
庫
の
お
取
引
先
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

ショッピングセンターが連なるバンコク中心市街地の様子

日
系
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を
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図１ 日本からの投資分野
　　 （'04 ～ '09 年累計（注））

松倉和之（まつくら かずゆき）

バンコク事務所 統轄駐在員
’86年4月、中小企業金融公
庫（現日本政策金融公庫）入
庫、ジェトロ・ニューヨークセ
ンター派遣、営業推進部国
際室長等を経て、’08年10月
から現職。

海
外
現
地
レ
ポ
ー
ト

　

微
笑
み
の
国
「
タ
イ
」。
こ
の
国
に
日
系
中
小
企
業
の
進
出
が
続
い
て
い
る
。
ア
セ
ア
ン
域
内
に
所
在
す
る
日
本
公
庫
中

小
企
業
事
業
の
お
取
引
先
現
地
法
人
は
、
'10
年
３
月
末
時
点
で
１
、０
８
０
社
。
そ
の
中
で
も
最
も
多
い
の
が
タ
イ（
382
社
）

で
あ
る
。
進
出
業
種
は
、
自
動
車
関
連
を
中
心
に
、
電
気
・
電
子
製
品
、
化
学
、
食
品
、
日
用
品
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

本
号
で
は
、
日
本
企
業
を
惹
き
付
け
る
タ
イ
の
投
資
環
境
等
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
多
く
の
公
庫
お
取
引
先
現
地
法
人
と

関
わ
っ
て
い
る
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
の
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
が
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

図２  公庫お取引先中小企業の集積地（黄色のエリア①～③）
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図３　現在直面している問題点（タイ）
　　　 （トップ 5、複数回答あり）

出所：日本公庫 中小企業事業
　　　「取引先海外現地法人の業況調査報告」

アウターリングロード（片側2車線）

モーターウェイ（片側4車線）

バンコク

アユタヤ

パタヤ

レムチャバン港
（タイ最大のコンテナ港）

スワンナプーム国際空港

ゲートウェイ工業団地
（トヨタ、いすゞなどが進出）

①アユタヤ周辺の工業団地群
（バンコクから車で１～２時間）

自動車、電気・電子関連メーカーが集積。
〔大手日系企業〕ホンダ、ニコン、カシオ、
クボタ、ミツカンなど。

②バンコク東方の工業団地群
（バンコクから車で１～２時間）

自動車、電気・電子関連メーカーが集積。
〔大手日系企業〕トヨタ、いすゞ、日産、日
野、デンソー、曙ブレーキ、ダイキン、カ
ルビー、セメダインなど。

③主要港至近の工業団地群
（バンコクから車で2～3時間）

特に輸出を主体とするメー
カーが多く集積。
〔大手日系企業〕三菱自動車、富
士通ゼネラル、横浜ゴム、ブリ
ヂストンなど。

出所：タイ投資委員会（BOI）
（注）投資奨励分野における BOI 申請ベース
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時
機
を
得
た
タ
イ
進
出

1
　

ミ
ッ
ク
電
子
工
業
タ
イ
ラ
ン
ド
は
、
検

出
ス
イ
ッ
チ
の
生
産
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
ミ
ッ
ク
電
子
工
業
株
式
会
社
（
本
社
：

東
京
都
品
川
区
）
の
タ
イ
現
地
法
人
だ
。

同
社
は
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ド
ラ
イ
ブ
用
ス
イ
ッ
チ
な
ど
を
手
掛
け
て

お
り
、
日
本
の
本
社
か
ら
仕
入
れ
た
材
料

で
成
形
か
ら
組
立
ま
で
を
担
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
設
立
は
'89
年
。
日
本
は
バ
ブ
ル

景
気
で
大
量
の
受
注
を
抱
え
る
も
の
の
人

手
が
足
り
ず
、
当
時
の
社
長
（
宮
田
社
長

の
父
）
は
海
外
へ
の
進
出
を
考
え
て
ア
ジ

ア
の
諸
国
を
ま
わ
っ
た
。

　

タ
イ
を
訪
れ
た
際
、
ど
こ
か
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
が
合
い
、
す
ぐ
に
土
地
を
買
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。「
当
時
の
タ
イ
は
、
人
件
費
が

日
本
の
10
分
の
１
で
、
し
か
も
生
産
は
24

時
間
可
能
。
多
少
歩
留
ま
り
が
悪
く
て
も
そ

の
分
作
れ
ば
良
い
。
製
品
の
販
売
価
格
は
日

本
価
格
。
今
思
え
ば
、
日
本
も
タ
イ
も
か
な

り
の
利
益
が
出
ま
し
た
」（
宮
田
社
長
）。

孤
軍
奮
闘
の
三
年
間

2
　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
状
況
が
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
で
景
気
が
落
ち

込
む
と
共
に
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
加

速
。“
海
外
生
産
価
格
”
が
一
般
的
に
な
る

中
、
取
引
先
か
ら
の
コ
ス
ト
削
減
要
請
は

激
し
く
な
る
一
方
で
、
人
件
費
は
上
昇
し
、

品
質
不
良
の
発
生
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い

状
況
と
な
っ
た
。

　

'05
年
、
あ
る
大
手
取
引
先
か
ら
品
質
不

良
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
発
生
。
す
ぐ
に
、

日
本
か
ら
宮
田
社
長（
当
時
は
日
本
本
社
の

管
理
部
長
）が
タ
イ
に
駆
け
つ
け
た
が
、
現

場
を
見
て
愕
然
と
す
る
。

　
「
通
路
に
は
仕
掛
品
の
山
。
外
に
は
製
品

や
材
料
が
ば
ら
積
み
の
状
態
で
、
10
年
前

の
資
材
が
在
庫
で
眠
っ
て
い
る
。
工
員
は

ガ
ム
を
噛
ん
で
い
る
し
、
あ
る
者
は
喧
嘩

ま
が
い
の
言
い
争
い
を
し
て
い
る
。
当
時

は
社
員
が
3
千
名
近
く
い
た
ん
で
す
。
あ

と
で
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
適
正
人
員
の
４

倍
で
し
た
。
当
時
の
効
率
の
悪
さ
が
ご
想

像
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
」。

　

宮
田
社
長
は
タ
イ
に
駐
在
し
現
場
改
革

に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
始
め

た
の
は
「
社
員
間
の
意
思
疎
通
の
推
進
」

と
「
５
Ｓ
活
動
」
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
社

員
は
動
か
な
い
。
動
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、

会
社
に
要
求
ば
か
り
出
し
て
く
る
。
誰
一

人
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
者
は
い
な
い
。

「
社
員
の
意
思
疎
通
を
図
ろ
う
し
て
、
間
接

部
署
を
大
部
屋
方
式
に
ま
と
め
よ
う
と
し

た
の
で
す
が
、
机
を
運
ぶ
段
階
に
な
っ
て

も
誰
も
手
伝
お
う
と
し
な
い
。
結
局
、
自

分
で
や
り
ま
し
た
よ
（
笑
）」
と
当
時
を
振

り
返
る
。

　

５
Ｓ
の
推
進
の
た
め
、
毎
日
、
社
長
が

現
場
を
ま
わ
り
指
導
し
て
い
く
。
そ
れ
で

も
、指
摘
し
た
部
分
し
か
物
事
が
進
ま
な
い
。

「
や
る
気
の
あ
る
社
員
は
い
る
の
で
す
が
、

“
整
理
整
頓
”が“
効
率
的
な
生
産
”に
結
び

付
く
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

ん
で
す
」。

信
念
を
持
っ
て
正
し
い
事
を
す
る

3
　

苦
し
い
年
月
が
過
ぎ
て
い
く
。
会
社
に

と
っ
て
“
悪
い
”
社
員
を
解
雇
す
る
と
、

途
端
に
労
働
訴
訟
に
つ
な
が
る
。
時
に
は
、

内
部
告
発
で
訴
え
ら
れ
た
り
、
脅
迫
を
受

け
た
り
も
し
た
。

　

し
か
し
社
長
を
支
え
て
い
た
の
は
、『
自

分
は
こ
の
会
社
を
良
く
す
る
た
め
に
こ
こ

に
い
る
。
自
分
が
し
て
い
る
こ
と
は
正
し

い
事
な
ん
だ
。
自
分
を
信
じ
、
考
え
を
曲

げ
な
い
』
と
い
う
信
念
だ
っ
た
。

　
“
石
の
上
に
も
三
年
”、
よ
う
や
く
転
機

が
訪
れ
る
。“
悪
い
”
社
員
は
減
り
、
彼
ら

に
抑
え
ら
れ
て
い
た
“
良
い
”
社
員
が
社

長
の
が
ん
ば
り
に
共
感
し
て
動
き
出
す
。

「
組
合
の
要
求
に
対
し
て
、
古
参
の
社
員
が

私
の
側
に
立
っ
て
、
組
合
に
反
対
し
て
く

れ
た
ん
で
す
」。
一
人
が
表
に
出
る
と
、
後

に
続
い
て
、
抑
え
ら
れ
て
い
た
人
た
ち
が

次
々
と
表
に
出
て
く
る
。

　

そ
れ
か
ら
会
社
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い

っ
た
。
挨
拶
が
自
然
に
な
り
、
人
間
関
係

が
良
く
な
っ
た
。
品
質
不
良
の
問
題
を
タ

イ
人
同
士
が
話
し
合
う
よ
う
に
な
り
、
責

任
感
と
達
成
感
を
心
地
良
く
感
じ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

幹
部
メ
ン
バ
ー
に
は
給
料
明
細
を
直
接

手
渡
し
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。「
そ

の
時
の
社
員
の
笑
顔
は
た
ま
ら
な
い
」
と

社
長
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。
ス
リ
ム
化

を
図
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
現
時
点
で
も

正
社
員
は
約
800
名
の
大
所
帯
で
は
あ
る
が
、

家
族
的
な
絆
が
あ
る
と
い
う
。

技
術
を
通
じ
た
意
思
疎
通
の
深
耕

４
　

現
在
、
当
社
で
注
力
し
て
い
る
の
が
「
品

質
の
安
定
化
」
だ
。

　

日
本
本
社
と
当
社
で
一
貫
生
産
を
し
て

い
る
た
め
、
既
に
一
定
の
品
質
安
定
化
は
図

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
更
な
る
品
質

の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

　

人
の
手
、
人
の
目
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

機
械
化
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

工
員
に
機
械
を
扱
う
能
力
を
身
に
つ
け
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
今
年
に
な
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
を
新
た
に
設
置
し
て
、
座
学
と
共
に
、

基
本
的
な
組
み
立
て
や
機
械
操
作
の
研
修

を
行
う
こ
と
に
し
た
。
日
本
人
技
術
者
が

機
械
の
使
い
方
を
教
え
、
タ
イ
人
が
習
い
、

次
は
彼
ら
が
他
の
タ
イ
人
に
教
え
る
。
技
術

の
伝
承
を
通
じ
て
両
者
の
意
思
疎
通
が
さ
ら

に
深
ま
り
、
現
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
な
っ

て
成
果
に
結
び
つ
い
て
き
て
い
る
。

新
分
野
へ
の
進
出
で

更
な
る
発
展
へ

５
　

当
社
の
業
績
は
電
気
・
電
子
部
品
業
界

の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
今

後
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
の
が

自
動
車
部
品
業
界
へ
の
参
入
だ
。

　
「
自
動
車
に
は
た
く
さ
ん
の
ス
イ
ッ
チ
が

使
わ
れ
て
い
る
。
事
業
拡
大
に
向
け
、
今

年
５
月
に
日
本
公
庫
か
ら
海
外
展
開
資
金

を
借
り
入
れ
た
。
ま
た
、
７
月
に
バ
ン
コ

ク
で
開
催
さ
れ
た
公
庫
主
催
の
『
タ
イ
・

ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
』
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な

企
業
と
知
り
合
え
た
。
今
後
は
も
っ
と
新

製
品
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
事
業
の

幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
宮
田
社
長
は

今
後
の
抱
負
を
語
る
。

　

今
ま
で
は
“
内
”
を
固
め
る
こ
と
に
必

死
に
な
っ
て
い
た
当
社
が
、い
よ
い
よ
“
外
”

に
打
っ
て
出
る
体
制
が
で
き
た
、
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
社
長
と
タ
イ
人
社
員
の
力
の
結

集
に
よ
り
、
日
本
の
本
社
と
の
連
携
も
強

化
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
い
く
、
当
社
の
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
。

現
地
従
業
員
と
の

円
滑
な
意
思
疎
通
が
成
功
の
秘
訣

ミ
ッ
ク
電
子
工
業
タ
イ
ラ
ン
ド
（
ミ
ッ
ク
電
子
工
業
株
式
会
社
現
地
法
人
）ノート型パソコンのＤＶＤドライブ用スイッチでは世界シェア９割を占める

第二工場の外観

経済の構造的変化に適応するために海外展開をする
ことが経営上必要であり、一定の要件を満たすかた

ご利用
いただけるかた

当該事業を行うために必要な設備資金および長期
運転資金（海外企業に対する転貸資金を含む）

ご利用
いただける資金

7億2千万円（うち運転資金2億5千万円）融資限度額

基準利率利率（注）

設備資金：15年以内（うち据置3年以内）
運転資金：  7年以内（うち据置2年以内）

融資期間

日本公庫（中小企業事業）の海外展開資金
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